
2025（R7）12月号

タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

子
育
て・

ほ
け
ん
だ
よ
り

生
涯
学
習
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

那
須
高
校
タ
イ
ム

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

み
ん
な
の
広
場

カ
レ
ン
ダ
ー

無
料
相
談
会・

消
費
の
豆
知
識

タ
ウ
ンinform

ation

広報 24

移住定住コーディネーター 　木下　愛貴さん

　
私
が
初
代
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
那
須
町
に
着
任
・
移
住
し
て
今

年
で
10
年
に
な
り
ま
す
。
現
在
は

（
一
社
）
n
a
s
u 

l
a
b
．
の

代
表
と
し
て
、
ま
た
移
住
定
住
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
豊
か
な
環
境
で
、
地

域
の
方
々
を
は
じ
め
仲
間
に
恵
ま

れ
、
多
く
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
人
生
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆

さ
ん
、
本
当
に
感
謝
で
す
。
こ
の
自

身
の
経
験
を
伝
え
、
移
住
仲
間
を
増

や
す
べ
く
、
移
住
に
関
す
る
案
内
役
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を
し
て
い
ま
す
。
相
談
対
応
や
動
画

制
作
等
に
よ
る
地
域
P
R
、
イ
ベ
ン

ト
運
営
な
ど
暮
ら
し
の
イ
メ
ー
ジ
が

よ
り
具
体
的
に
な
る
よ
う
那
須
町
役

場
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、私
が
立
ち
上
げ
た
Y
o
u
T
u
b
e

ラ
ジ
オ
「
だ
っ
ぱ
ラ
ジ
オ
」
も
10
周

年
を
迎
え
ま
す
。
12
月
6
日
は
狸
久

保
に
あ
る
「
た
ぬ
き
社
」
で
イ
ベ
ン

ト
を
、
7
日
は
黒
田
原
駅
前
の
ス
タ

ジ
オ
で
10
時
間
の
生
配
信
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

町
の
情
報
や
地
域
の
声
を
発
信
し
続

け
て
き
た
こ
と
は
、
移
住
支
援
活
動

に
も
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
那
須
町
に
関
わ
っ
て
も
ら

え
る
仲
間
が
増
え
る
よ
う
、
地
域
と

移
住
者
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

相談対応や動画制作等による地域 PR
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表紙の話

　国土交通省宇都宮国道事務所主催の除雪車出動式が
実施されました。出動式には除雪関係者を学びの森小学
校の2年生が参加し安全宣言等が行われ、児童は「行って
らっしゃい！除雪がんばってね！」と出動する除雪車を見
送りました。

雪道の準備は万全に！
冬タイヤ装着で安全運転！

（ 2025年12月号 ） 那須文芸

だっぱラジオ放送中の一コマ

透
き
通
る
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の
流
れ
や
薄
も
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じ　
　
　
　
　
　
　

高
久　

巻
江

番
傘
の
渋
の
匂
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や
初
時
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松
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文
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ち
て
湖
水
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の
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時
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代

小
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の
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ふ
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を
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の
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藤
井
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太
郎

菜
も
草
も
そ
よ
と
も
揺
れ
ず
今
朝
の
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渡
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初
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を
溶
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日
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公
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ま
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